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[ま えがき]道 路上の積雪は、自動
車の走行による圧密、削はく、汚染、タ

イヤからの伝達熱等の影響により、自然

積雪と比べて消耗過程、構造、物理的性

質などが大きく異なる。発表者等は、雪

氷路面の管理対策のための基礎研究とし

て、道路雪氷の調査や実験を始めた。こ

こでは、道路雪氷の消耗過程に関する予

備調査の結果について報告する。

[調査方法コ マI月1市大麻沢町の道路
に定点を設け、1986年 2月 25日 から26日
にかけて、日射量、気温、路面形態、ア

ルベ ド、雪,E、 熱流量、雪氷の内部構造、

密度、および交通量の観よJを 行った。

[調査結果]道 路横断方向の表面形
態を図 1に示す。あまり顕著でなまないが、

車のわたちが形成されたことが分る。交

通量は、朝の通勤時には毎時320台 、日中

は30～ 60台であった。

図 2に 日射量、アルベド、気温、表面
温度、雪氷深変化を示す。25日 13時頃ま

でti、 間欠的に降雪と地ふぶきが発生し

た。同日は融雪は起こらず、雪氷深の時

間変動は新積雪、圧密、削はくによる雪

の移動の結果と考えられる。

26日 は正午頃から融雪が盛んに生した。

アルベ ドは、降雪直後の083か ら、車の
走行による汚染と雪氷面が濡れることの

影響により約0.35ま で低下した。このよ

うに短時間にアルベ ドが急激に低下する

ことが道路雪氷の特徴の一つであると言

える。アルベ ドの低下により路面の融雪

は著しく促進される。気温が 0℃ に近い
時は顕熱は無視でき、道路雪氷の融雪速

度は吸収日射量と車からの伝達熱に支配

されることが示唆された。

図 1.道路横断方向に沿う表面形態
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図 2.日 射量、路面アルベド、気温、

表面温度、雪氷深の時間変化
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